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５）明石・三木地域 

日 時：平成16年６月20日（日） 14：00～17：00 

会 場：明石市立産業交流センター／研修室２ 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１４：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１４：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１４：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１５：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１５：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１５：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１６：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１６：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１６：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１６：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１７：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

ステップ１、２の

両方について行う。

 

被災地が 
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・明石・三木地域ワークショップの様子 

雰囲気を和らげるアイスブレークから開始 各班で熱心な話し合いが繰り広げられた

積極的に自分たちの話し合いの内容をアピール ステップ２と同時進行のまとめ

ステップ２でも熱のこもった話し合い ステップ２についても各班から発表

参加者全員でのステップ２のまとめ 最後は丸シールで投票
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：明石・三木地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（明石・三木地域）
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明石・三木地域の参加者45名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大き

く10項目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて

順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「震災を機に復興支援ボランティア活動が始まり、ネ

ットワークがはじまった。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「家族や地域

の防災意識が芽生え、災害の備えが進んでいるが…。」が重要であると考えた人が多くなっている。 

 

また、「災害復旧や町並みの整備は進み、ビルや住宅ができたが、環状鉄道など、できなかった

こともある。」という項目の中には、「ポイ捨てが非常に多くて困ったが、婦人会組織で美しいま

ちづくりができた」など、地道な活動によりゴミの減量という成果が上がっているという意見も

あった。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：明石・三木地域のまとめ 
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将来に向けて（明石・三木地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく８項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「防災が効果的であるためには、自助・共助・公助の

組み合わせが大切だ。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「ボランティア精

神を風化させずに、人間関係を大切にしていく感謝の気持ちを忘れないでいよう。」、「震災体験や

教訓を忘れずに、次世代や世界に伝えていこう。」などの方が重要だと考えた人が多かった。 

 

また、「外出困難な人達が自由にまちに出て行ける環境を整備しよう。」という項目の中には、

「外出困難な人達にとっての交通手段の確保などをしていく」、「外出困難の人達にとってのバリ

アフリーの強化をする」といった社会的弱者に対する配慮をしていくべきだという意見もあった。 
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